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    令和７年度 通級指導教室おたより 

２月号     

 

年明け初回の通級授業では、全員が毛筆で「新年のめあて」を書きました。（写真    ）一人ひとり、

その言葉に思いや願いを込めて書いています。あおぞら教室に来室される際には、ぜひごらんください。  

２月・３月は来年度に向けての個別の教育支援計

画の見直しやまとめの時期にもなります。今年度実

施してみて、効果的だった支援方法（デイジー教科

書の使用やルビ付きテスト、家庭学習のやり方な

ど）を、新しい担任にも引き継いでいきたいと思い

ます。残り少ない３学期ですが、担任・通級・家庭

で連携を取り合っていきましょう。 

 

２月の行事予定 

月 火 水 木 金 

２/２ ３       ４ ５      ６ 

 

 

 

 

東中入学説明会 

（午後） 

  

９ １０      １１ １２      １３ 

  ㊗ 建国記念の日  ６年生を送る会準備

（５年生は６時間） 

１６ １７      １８ １９      ２０ 

委員会活動 新１年生入学説明会

（午後） 

 ６年生を送る会準備

（５年生は６時間） 

６年生を送る会 

お弁当の日 

２３ ２４      ２５ ２６      ２７ 

㊗ 天皇誕生日 

 

特別日課５時間 特別日課５時間 特別日課５時間 特別日課４時間 

３/２ ３       ４ ５       ６ 

特別日課４時間 

 

卒業式練習開始    

＜お知らせとお願い＞ 

・３月１２日（木）・１３日（金）・１６日（月）の３日間は、希望面談期間となっております。個別の教育支

援計画の見直しや次年度の担任に引き継ぐ内容についての確認を行います。「希望面談」となっております

が、通級に在籍している児童の保護者の方とは、できるだけ面談を行いたいと考えております。短い時間で

はありますが、通級担当も同席させていただく予定です。よろしくお願いいたします。 

東小通級指導教室（あおぞら教室） 

☎ ９９２－００４９（東小代表） 

９９３－４４６３（東小通級教室） 
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アサーションとは？  ～相手も自分も大切にする自己表現～ 
アサーション、またはアサーティブなコミュニケーションとは、一言で言うと「相手も自分も

大切にする自己表現」のことです。子どもたちが自分の意見や想いを自由に表現するために、そ

して大人たちも自分に我慢を強いることなく健全に意見や想いを伝えていくために、ぜひ参考

にしてみてください。 

例えば他者と接するときに、相手を不快にさせないことや波風を立てないことを重視するあ

まり、自分が極端に我慢をしてしまったり、自分の主張を蔑ろにしてしまったりすることはない

でしょうか？あるいは自分の主張を通したいあまり、思わず相手に対して攻撃的な態度を取っ

たり、相手を押さえつけるようなコミュニケーションを取ってしまったりすることはないでし

ょうか？前者のような非自己主張的な自己表現の後には、「自分の意見・気持ちをわかってもら

えなかった」という傷ついた気持ちが残り、そのストレスが心身に悪影響を及ぼしたり、相手に

対して怒りや恨みが募ってしまったりすることもありえます。さらに相手からすれば、我慢をさ

せているつもりはないのに恨まれてしまうことに困惑する場合もあるでしょう。後者のような

攻撃的な自己表現では、一時的には自分の要求が通ったとしても、攻撃的な対応をされた相手に

は「大切にされていない」という気持ちや怒りが残ったり、信頼できない人だと距離を置かれて

しまったりすることも考えられるでしょう。これらはいずれも、自分または相手・あるいはその

両方を大切にしていない自己表現の形であると言えます。では、アサーティブなコミュニケーシ

ョンとは、どのようなものでしょうか。これは、自分の意見や考えをその場にふさわしい方法で

率直に表現し、相手にも同じような表現を求めるコミュニケーションスタイルです。 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料：こども支援ナビ / アサーションとは？ 山口達也 


